	第２号様式－１
	

	風致地区内における許可行為の変更許可等申請書


	（あて先）　　　京都市長
	
	年　　　月　　　日

	行為者の住所


	行為者の氏名　
	

	
	
	

	
	（電話　　　　　－
	）


	□　京都市風致地区条例第２条第１項後段の規定により受けた許可行為の変更の許可を申請します。
　　 □　京都市風致地区条例第２条第３項　　の規定による協議行為の変更の協議を申請します。

	元の許可（又は協議成立）の年月日及び番号
	
	年　　　月　　　日　　　第　　　　　号

	行為の場所
	京都市　　　　　区

	変更する理由
	

	代理人
	住所
	

	
	氏名
	　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	（担当者　　　　　　　　　）

（電話　　　　　－　　　　）

	記載事項の変更

	変更事項
	変更前
	変更後

	行為者
	住所


	住所



	
	氏名


	
	氏名


	

	
	（電話　　　　－　　　　）
	（電話　　　　－　　　　）

	行為の場所
	
	

	行為の期間
	□許可日又は協議成立日
□その他（　　　 年 　月　 日）
	から
	□元の許可日又は協議成立日

□変更許可日又は変更協議成立日
□その他（　　　 年 　月　 日）
	から


	
	 　　年 　　月 　　日
	まで
	 　　年 　　月 　　日
	まで

	
	（注）申請の「行為の内容」については，全て「行為の期間」内に行う必要があります。

	工事施工者
	住所
氏名

（電話　　　　－　　　　）
	住所
氏名

（電話　　　　－　　　　）

	※受付の年月日及び番号
	
	年　　　 月　　　 日　　　　　第　　　　　　　号

	※
	変更許可（変更協議成立）
の年月日及び番号
	
	年　　　 月　　　 日　　　　　第　　　　　　　号


注　１　該当する□には，☑印を記入してください。

　　２　この書面を表紙にして，添付図書とともに「正・副２部」を作成，提出してください。

　　３　この変更手続には，元の許可通知書，許可申請書及びその添付図書（副本）を提出してください。行為内容に変更がある場合は，変更内容がわかる図書を添付してください。
元の許可通知書，許可申請書及びその添付図書(副本)は，変更に係る許可通知書交付時にお返しします。
　　４　行為内容に変更がある場合は，第２号様式－２に記載のうえ，提出してください。

　　５　変更に係る事項のみ記入してください。また，※印の欄には記入しないでください。

６　行為者の変更は，氏名の変更，法人名称の変更又は住所の変更が生じた場合に記入してください。
行為者が第三者に変更される場合は，改めて許可（協議）申請してください。
７　変更内容が軽微でないと認められる場合は，改めて許可（協議）申請をしてください。
第２号様式－２

	行為の内容の変更

	変更項目
	変更前
	変更後

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


注　１　行為の内容の変更は，変更項目ごとに記載し，変更前及び変更後の内容を対比させて記入してください。

　　２　変更内容については，図面に変更箇所がわかるように図示してください。

